
① ＢＣＰの発動要件

　警戒レベル３「高齢者等避難」(危険な場所から高齢者等避難)

② 災害発生時の組織体制

・災害発生により緊急事態となった際の統括責任者及び代理責任者は以下のとおりとする。

いしかわ版事業継続計画（ＢＣＰ）シート

　業務継続計画（BCP＝Business Continuity Plan）とは、自然災害や感染症などの緊急事
態に遭遇した場合において、事業資産の損害を最小限にとどめつつ、中核となる事業の継続あるい
は早期復旧を可能とするために、平常時に行うべき活動や緊急時における事業継続のための方法、
手段などを取り決めておく計画のことです。

企業名又は屋号

所在地

水害
土砂災害

地震 震度 　以上を観測した場合

　警戒レベル４「避難指示」(危険な場所から全員退避)

・全社の対応に関する重要な意思
決定及び指揮命令

統括責任者 代理責任者① 代理責任者②統括責任者の役割の例



③ 事業継続のための対策
・以下の項目について、対策を講じている場合は「実施済」に”○”を入れてください。
・対策が未実施の場合は、「未実施」に”○”を入れたうえで（　　）に対策実施時期を記載してください。

④ ＢＣＰの定着及び見直し

　　

回以上、対策の進捗状況等をチェックし、必要に応じてBCPを見直します。

緊急時に必要な運転資金
の確保

事業が停止した場合に、運転
資金として活用可能な現金・
預金の準備　等

実施済

未実施

(　　　　　　)に実施

(　　　　　　)に実施

(　　　　　　)に実施

実施済

担当者

◎毎年

◎BCPの重要性や進捗状況を従業員に対して毎年

什器や棚、設備等の固定

緊急時に必要な従業員が
出社できない場合、代行で
きる従業員の確保

従業員の安否確認ルール
の決定や安否確認手段の
確保

項　目 対　策

携帯電話による緊急連絡網に
よる安否確認　等

必要な業務(機械操作、システ
ム管理等)をマニュアル化し、従
業員に教育　等

商品や業務に必要な什器・設
備を優先的に固定し、頭上に
物を置かない　等

　回周知します。

重要なデータ(顧客・取引
先情報等)の保管

緊急時の取引先等への連
絡、取引先等の情報収集
手段の確保

顧客や仕入先情報、在庫管
理等のデータを定期的にバック
アップ　等

実施済

未実施

(　　　　　　)に実施

実施済

未実施

緊急時の自社の被害状況
の確認及び社内外への情
報発信

自社の被害状況や復旧状況
をホームページで公開、取引先
連絡網による連絡　等

実施済

未実施

対策時期

実施済

未実施

実施済

未実施

(　　　　　　)に実施

取引先の緊急連絡先名簿の
作成　等

(　　　　　　)に実施

(　　　　　　)に実施

未実施


